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【論文の内容の要 旨】
㌧、
論文要 旨
この論文は、女性の担う母親役割 がジェンダー秩序の階層的再生産にどのように組み込まれて
いるのかを明らかにすることを目的としている。
ジェンダー秩序は、男性を市場 労働 に女性を家内労働 に位 置づける社会構造の中で維持され
ている。そうした女性の家庭における無償労働、および市場にお ける処遇格差を正 当化する根拠
となっているのが、母親役割である。母親 自身のそれへのコミットメントは、日々の子 育てを通じて
強化 されるが、そこにおいて母親 同士のネットワークの果たす機能は大きい.子どもから目を離さ
ず豊かな教育を与えることの重要性 は、子どもの育ちの 日常的様相に照らし合わせて、それをしな
い(できない)母親たちへの非難 を生み、両者間に分 断線を引いていく。これまでの母親 にっいて
の先行研 究が明らかにしてきたのは、階層再生産戦 略において母親たちが経済資本よりむしろ文
化資本の蓄積 において重要な役割を果たしていることであり、同時に経済資本 と文化 資本とが階
層再生産に結 び付いていることであった。それ に対し今回のインタビュー分析から見えてきたのは、
母親 同士のっながりという社会 関係 資本が、子育てにおける文化 資本の重要性を認識させ、子世
代 に向けたジェンダーと階層の再生産を加速させる作用をもっことであった。
しかし一方で、社会 関係資本 には新たな関係性 の構築によって文化資本や経済資本 に乏しい
人々にも利益をもたらす可能性が期待されている。近年、子育ての難しさが指摘され 、その背景 と
して家族の孤立化、地域社会の崩壊などによる社会関係資本の乏しさが原 因と論じられることは少
なくない。都市化 により近 隣との付き合いが減り、地域移動 によって親族も遠方にいる場合 には、
地縁 ・血縁のない新たな人々とっながっていく必要がある。しかも子育て支援などで強調 されてい
ることは、母親 自らがっながるカを育成することである。それによって女性がエンパワメントされるの
であれば、ジェンダー秩序 にも何 らかの変化がもたらされる可能性 がある。では、はたしてジェンダ
ー秩序は社会 関係資本によって突き動かされる可能性があるのか、それとも階層閉鎖的な方 向で
蓄積されているのか、そのことを調査結果の計量分析から探っていった。
その結果、子どもの存在 は女性のネットワーク数を増加させ、子育て後にも一定の影響を保って
いることが示された。っまり子どもは母親 自身にとって大きな社会関係資本であり、ジェンダー秩序
を変える可能性は開かれていると言える。そこで次に、母親役割へのコミットメントと対立する要素と
されがちな母親の就労に注 目した。その結果、母親の就 労は相談相手の数を増やし、とくに職場
の人間関係 は子育てにおいて高い機 能を有 していること、また正規雇用は地域からのサポートを
専門のサービスによって補っていることがわかった。就労を継続することは、ネットワークの数と一般
的信頼とにともにプラスの効果をもたらしてもいた。したがって女性のフルタイム就 労継続は、子育
てにお ける社会関係資本の=増加を通 じ、ジェンダー秩序の変容 に結び付 いていくことが期待でき
る行為だと言える.
ところが就労女性の中でも実際に子育てにおける社会関係資本 に最も恵まれていたのは、高学
歴のフルタイム女性であり、その意味では子育てを通じた社会関係資本の形成は階層構造を突き
崩すより、むしろそれを強化している可能性のほうが高い。また母親 による子どもへの 目配 りが不十
分になったとき、その責任が一義的に母親に問われる状況が続く限り、女性のフルタイム就労は困
難なままとならざるを得ない。
同時に明 らかになったのが、子 どもの将来選択に関わる社会関係資本が、とくに学歴や収
入 の高い層にお いてはかえって性別子育て意識 を支持す る方 向に関連 していたこ とである。
次世代 に対す る働 きかけについては、母親の社会関係資本 が豊かなことが女子の学歴取得に
プラスに働いていたのに対し、男子 に対しては影響を持たなかった。また就 労状況 に関わらず母
親の男子に対しての教育行動には変化がみられなかった。したがって次世代育成 に対し女性の労
働市揚への進 出のジェンダー秩序に及ぼす効果はジェンダー不均衡であり、男子 に対しては女子
にくらべてジェンダー秩序の維 持に合致する方向に働きがちといえる。つまり母親の社会関係資本
が次世代育成にもたらす効果 は、男子に対してはジェンダー秩序維持的で、女子に対してもその
可変性は限定的なものにとどまっている。
以上の分析から、社会関係資本が中流層の階層再生産の資源 として使われ、それがジェンダー
秩序の維持にもっながっていることが明らかとなった。では、非中流層についてはどうなのか、雑誌
の内容分析から探ってみた。その結果、中流層との対立軸におかれる自らのセクシュアリティに肯
定的な女性たち、つまりは比較 的低年齢で結婚し出産を経験している女性たちは、むしろ中流層
の母親以上に母役割規範の受け入れ、とくに家事 ・育児責任 に関してより強くコミットしている状況
にあることが見えてきた。一方で社会の流れに敏感 である彼女たちがSNSを駆使して橋渡し的な
社会 関係資本を豊かに築いていたことは一見、社会関係資本によってほかの資本の不足を補う行
為であるかのように映る。しかし特 定の資本形態のみを頼りとす る恵まれない層ほど、就労役割と
は絡まない形でケア役割を女性役割とする傾 向にあるのもまた事実であった。つまり剥奪された立
場におかれる非 中流層の母親たちこそが、ジェンダー秩序の下支えをしているといえる、
結局のところ、女性 たちが母親役割を受け入 れる理 由は、近代社会 における専業主婦を中心と
した主に中産 階級の合理的選択による階層再生産戦略にある。それにもかかわらず 、母親役割の
重視が社会全体に容認されたイデオロギーであることによって、資本を剥奪されている側の人々に
こそ受容される状況を生み出し、それによってジェンダー秩序と階層とが同時 に再生産されていた。
そして情報化社会の中、関係 性がますます同質的な島宇宙に閉じることによって、階層 の固定化
がますます進みジェンダー秩序を強化する方 向に結び付いていることが危惧されるのである。
